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【令和8年３月発行】

不動小学校区のみらいづくり会議では、令和6年度
に地域カルテを作成し、令和7年度には6回の会議を
重ね、地域コミュニティや各団体の事業のふりかえ
り、不動小学校区の将来像の検討を行ってきました。
そして、課題の解決と将来像の実現のために、地
域の住民がみんなで取り組んで行くべき活動につい
て話し合ってきました。その結果を取りまとめたの
は「みらいづくり計画」です。
今後ますます、人口減少や高齢化は進みます。そ
んな未来においてもお互いに支え合い、安心して暮
らせる街であるため、ここに住む私たちがほっとす
るまち・安心できるまちに取り組んでいくためにこ
の計画を作りました。
できることから、取り組んでいきましょう。

不動小学校区

不動小学校区の地域コミュニティが集まり、地域の未来について情報交換や意見
交換を行うことで、地域の未来をみんなでつくる話し合いの場です。今後、この計
画に基づいた取り組みを進めるために、さらに話し合いを重ねていきます。

不動地区の現状

子どもたちが喜ぶ
ハロウィンを実施

道路清掃などを２ヶ月
に１回はしている

コロナで休止してい
た事業を復活してい
る（花見など）

山登りと山菜と
りなど行事を組
み合わせて参加
者増

伝統芸能獅子踊り
の復活

不動地区地域みらいづくり会議

不動小学校区内の
コミュニティを対象
に年間６回WS実施

令和6年度
地域カルテの作成

令和7年度
地域の現状を共有

令和7年度
地域づくり計画
地域最終確認
新たな取り組みへ

令和7年度
地域へ広く周知
地域交流会開催

地域みらい
づくり計画完成

地域づくり計画とは？

スローガン
（目指す姿）

コミュニティへの確
認・周知、HP等への
掲載

人口 3,596人
(男女比 47：53）
世帯数 1,469世帯
高齢化率 38.6％
小学校/不動小学校
中学校/矢巾中学校
（R7.12月時点）

地域の素晴らしい、これからの取り組み例

不動地区地域みらいづくり会議の、これまでの取り組み

令和8年度
地域活動スタート

地域の素晴らしい、これまでの取り組み

南昌山と夕日

子どもたちの稲刈り体験

豊かな自然 世代を超えて 住みよい不動第１回 ７月
「地域カルテの確認
と情報交換」

第２回 ８月
「地域の現状の見え
る化と整理」

第３回 ９月
「単独でおこなう事
業・連携した方が良
い事業の整理」

第4回 10月
「地域計画の確認と
交流会に向けて」

第５回 １１月
地域みらいづくり会議
主催 地域交流会

地域の団体や興味の
ある方々が参加てし
意見交換情報交換を
行った。

１.空き家等の環境整備

２.熊や獣害対策を
考え、実施する

３.ごみの不法投棄、
規制の強化

９.気軽に行事情報を得
られるように、SNSなど
を幅広く活用した発信を
行う

１５.子ども会同士
の情報共有を行う
（会報の作成など）



不動地区地域みらいづくり計画

令和8年4月（計画年次 令和8年〜令和13年３月）

環
境
整
備
・
防
犯
防
災

方針１．地域の環境整備、困り
ごと解決の仕組みをつくり、安
心安全な地域をつくる。

交
流
・
伝
統
文
化

方針２．伝統芸能・文化を引き
継ぎ、世代を超えて交流を行う
場を作ることで、住む人たちが
心豊かに暮らせる地域をつくる。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

方針３．地域の情報を気軽に話
せる場や機会をつくり、若い
世代が関わりたくなる地域運
営を目指すための仕組みや、
役割の負担見直しを行う。

子
育
て
・
福
祉

方針４．歳をとっても安心して
暮らせる仕組みをつくり、子
どもたちが仲良く過ごせる暮
らしをつくる。

豊
か
な
自
然

世
代
を
超
え
て

住
み
よ
い
不
動

分類 No
取組範囲 実施時期

単独 広域 R8 R9
R
10

R
11

R
12

環
境
整
備

空き家等の環境整備
（草刈り、小動物の侵入、壊れた窓ガラスの修理、建物の維持や情報共有も含む）

熊や獣害対策を考え、実施する

ごみの不法投棄対策、ルールの徹底

防
犯
・
防
災

避難経路の確認など、災害に備える取り組みを実施し、情報共有を行う

子どもの見守り体制の充実と強化

子どもや高齢者の道徳教育研修の実施

世
代
間
交
流

老若男女の集まる機会をつくる
（BBQ、夏祭り、収穫祭、勤労感謝まつり、スポーツ交流会、ハロウィンなど）

行事の組み合わせの工夫を行い、特に新規の参加者を増やす

気軽に行事情報を得られるように、
SNSなどを幅広く活用した発信をおこなう

伝
統
文
化

地域の歴史の掘り起こしや整備、伝統文化のデータ化を行い、
地域の伝統を次世代に受け継ぐ

郷土芸能を継承して、復活できるように検討する。

役
の
負
担
の
軽
減

役の見える化や整理を行い、スムーズな役員の交代体制をつくり、
役員の負担軽減を計る（防災勉強会の開催や研修親睦旅行の実施など）

コミュニティや地区の情報共有をし、新たな資金確保を行いながら
事業を充実させる（資源回収、道路保全など）

コミュニティや地区の新たな資金確保を行い、事業を充実させる
（資源回収など）

子
育
て

子ども会同士の情報共有を行う（会報の作成など）

子どもが健やかに育つことのできる、建物や遊ぶ場所の整備を行う
(公園や公民館の環境整備など）

福
祉

歳をとっても地域で支え合い、安心して暮らせる見守りなどの仕組みや、
困りごとを解決するチームを作る（近所のお助け隊など）

事業案（取り組み）
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※実施時期は、おおよその目安であり、地域の現状に合わせて随時検討見直しをおこなっていきます。
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